
39 アジ研ワールド・トレンドNo.230（2014. 12）

●
貧
困
解
消
と
早
期
児
童
発
達

一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
教

育
改
革
者
ホ
ー
レ
ス
・
マ
ン
に
よ
れ

ば
、
教
育
は
人
間
の
資
質
を
平
等
に
す

る
「
偉
大
な
装
置
」
で
あ
る
。
マ
ン
の

主
張
が
正
し
け
れ
ば
、
教
育
の
機
会
が

平
等
に
な
れ
ば
、
貧
困
も
解
消
し
、
不

平
等
も
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

際
に
は
、
富
裕
層
よ
り
も
貧
困
層
の
所

得
が
よ
り
高
く
伸
び
、
子
の
所
得
と
親

の
所
得
の
結
び
つ
き
が
弱
ま
る
た
め
に

世
代
間
で
所
得
の
相
関
は
低
く
な
る
は

ず
で
あ
る
。

「
万
人
の
た
め
の
教
育
」（Education 

for A
ll

：
Ｅ
Ｆ
Ａ
）
が
唱
え
ら
れ
、
就

学
率
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
教
育
機
会
の

平
等
化
が
進
ん
だ
途
上
国
で
は
、
所
得

分
配
は
平
等
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

途
上
国
一
〇
〇
カ
国
以
上
の
家
計
調
査

を
用
い
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
途
上
国
全

体
で
二
〇
〇
〇
年
ま
で
国
内
所
得
は
不

平
等
化
し
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
以
降

も
不
平
等
度
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る

（
参
考
文
献
34
）。
先
進
国
で
は
所
得
分

配
が
不
平
等
な
ほ
ど
世
代
間
所
得
の
相

関
は
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
た
め

（
参
考
文
献
④
）、
不
平
等
が
解
消
さ
れ

な
い
途
上
国
の
世
代
間
所
得
の
相
関
も

低
下
し
て
い
な
い
と
推
論
で
き
る
⑴
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
マ
ン
の
唱
え
た

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
先
進
国
を

対
象
と
し
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
成
人
を

対
象
に
し
た
就
業
訓
練
、
一
〇
代
お
よ

び
小
学
生
を
対
象
に
し
た
職
業
訓
練
、

学
業
補
助
、
生
活
指
導
な
ど
は
、
効
果

は
ゼ
ロ
で
は
な
い
に
し
て
も
、
費
用
対

効
果
が
低
い
（
参
考
文
献
⑪
）。
途
上

国
成
人
対
象
の
識
字
訓
練
、
途
上
国
貧

困
層
対
象
の
経
営
訓
練
も
効
果
が
低
い

（
参
考
文
献
⑧
㉔
32
）。
こ
れ
は
、
一
定

年
齢
に
到
達
す
る
と
、
人
的
資
本
蓄
積

効
果
を
上
げ
る
に
は
、
多
額
の
予
算
を

要
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

対
照
的
に
、
健
常
な
発
達
が
危
ぶ
ま

れ
る
家
庭
環
境
の
乳
幼
児
を
対
象
に

実
施
さ
れ
る
早
期
児
童
発
達
（early 

childhood developm
ent

：
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
費
用
対
効
果
は
高
い
。

表
１
は
、
正
確
に
効
果
が
分
か
る
実
験

デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
Ｅ
Ｃ
Ｄ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
リ
ス
ト
で
あ
る
⑵
。
Ｅ
Ｃ
Ｄ
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
開
始

さ
れ
て
い
る
が
、
実
験
的
な
介
入
を
用

い
る
研
究
デ
ザ
イ
ン
の
複
雑
さ
か
ら
、

小
標
本
が
多
い
⑶
。
ま
た
、
実
施
場
所

も
先
進
国
が
多
く
、
途
上
国
で
の
経
験

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
⑷
。

こ
う
し
た
制
約
が
あ
る
に
せ
よ
、
過

去
の
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
多

い
⑸
。
と
く
に
、表
１
で
も
み
て
取
れ
る

よ
う
に
、
短
期
の
認
知
能
力
（cog ni-

tive skills
）
と
学
業
実
績
を
伸
ば
す

こ
と
は
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
共
通
し

て
お
り
、
政
策
立
案
者
や
研
究
者
の
強

い
関
心
を
集
め
て
い
る
。
成
人
時
の
所

得
へ
の
効
果
が
確
認
で
き
な
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
学
業

実
績
を
伸
ば
す
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｃ
Ｄ

は
認
知
能
力
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
己

規
律
や
協
調
性
な
ど
の
非
認
知
能
力

（noncognitive skills

）
へ
の
効
果
が

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
⑹
。
非
認
知

能
力
は
社
会
で
豊
か
に
暮
ら
す
う
え
で

必
須
で
あ
り
、
労
働
市
場
で
の
評
価
も

高
め
る
た
め
、
認
知
能
力
と
並
ん
で
重

要
な
資
質
で
あ
る
。

多
く
の
政
策
担
当
者
や
研
究
者
が
期

待
を
か
け
る
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
あ
る
が
、
効
果

発
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
研
究
は
社

会
科
学
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
社
会
科

学
は
「
親
が
な
ぜ
教
育
投
資
を
す
る
の

か
」
を
考
察
し
て
も
、「
能
力
が
ど
の

よ
う
に
発
達
す
る
の
か
」
と
い
う
体
内

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
目
的
と
し
て
い

な
い
た
め
で
あ
る
⑺
。

認
知
科
学
の
分
野
で
は
、
三
〇
年
以

上
も
前
か
ら
Ｅ
Ｃ
Ｄ
効
果
発
現
の
具
体

的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
で
き
る
基
礎

研
究
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
脳
科

学
、
神
経
医
学
、
発
達
心
理
学
、
遺
伝

学
で
は
、
貧
困
に
起
因
す
る
ス
ト
レ
ス

が
子
ど
も
の
認
知
能
力
と
非
認
知
能
力

に
与
え
る
負
の
効
果
が
詳
し
く
検
証
さ

れ
て
い
る
。

国際教育開発協力のこれまで・これから

特  集

早
期
児
童
教
育
介
入
と
効
果

発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム

―
先
行
研
究
の
レ
ヴ
ュ
ー
を
中
心
に
―

【
教
育
段
階
編
：
就
学
前
教
育
】

伊
藤 

成
朗
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●
ア
ロ
ス
テ
イ
シ
ス

以
下
で
考
え
る
ス
ト
レ
ス
と
は
、
栄

養
不
足
、
知
的
刺
激
不
足
、
運
動
不
足
、

世
話
不
足
、
育
児
放
棄
、
不
衛
生
、
騒

音
、
暴
力
な
ど
、
子
ど
も
の
発
達
に
お

け
る
環
境
不
備
を
指
す
。
こ
う
し
た
ス

ト
レ
ス
が
脳
に
与
え
る
影
響
を
考
え
る

う
え
で
基
本
と
な
る
概
念
が
ア
ロ
ス
テ

イ
シ
ス（allostasis

）⑻
で
あ
る
。
こ
れ

は
環
境
変
化
を
予
測
し
な
が
ら
体
が

徐
々
に
変
化
順
応
す
る
過
程
を
指
す

（
参
考
文
献
38
）。
ス
ト
レ
ス
が
強
か
っ

た
り
長
引
く
と
、
ま
た
は
、
ス
ト
レ
ス

が
予
期
さ
れ
る
と
、
ス
ト
レ
ス
反
応
を

繰
り
返
す
だ
け
で
な
く
、
反
応
が
ス
ト

レ
ス
解
消
後
に
も
続
い
た
り
、
特
定
の

反
応
が
不
十
分
に
な
っ
て
新
た
な
ス
ト

レ
ス
反
応
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
体
に

負
荷
が
か
か
る
。
こ
の
負
荷
を
ア
ロ
ス

タ
テ
ィ
ッ
ク
負
荷
（allostatic load

）

と
い
う
。
幼
少
期
か
ら
強
い
ア
ロ
ス
タ

テ
ィ
ッ
ク
負
荷
が
加
え
ら
れ
る
と
、
心

肺
、
代
謝
、
免
疫
、
神
経
分
泌
な
ど
の

経
路
を
通
じ
て
、
脳
の
組
成
や
機
能
を

変
化
さ
せ
る
。
ア
ロ
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
負

荷
は
各
種
の
生
体
マ
ー
カ
ー
で
計
測
で

き
る
（
参
考
文
献
㉛
）。

●
ス
ト
レ
ス
と
脳
へ
の
効
果

ス
ト
レ
ス
反
応
と
ア
ロ
ス
テ
イ
シ
ス

を
統
御
す
る
の
は
脳
で
あ
る
。
ス
ト
レ

ス
が
与
え
ら
れ
る
と
、
Ｈ
Ｐ
Ａ
軸
（
視

床
下
部
―
下
垂
体
―
副
腎
系
）
を
中
心

に
反
応
が
起
こ
る
。
図
１
の
よ
う
に
、

視
床
下
部
が
検
知
し
Ｃ
Ｒ
Ｈ
（
副
腎
皮

質
刺
激
ホ
ル
モ
ン
放
出
ホ
ル
モ
ン
）
を

下
垂
体
に
伝
達
し
、
下
垂
体
は
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｈ
（
副
腎
皮
質
刺
激
ホ
ル
モ
ン
）
の
増

加
を
通
じ
て
副
腎
系
か
ら
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
や
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
（
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
）
を

放
出
し
、
体
を
環
境
変
化
に
順
応
さ
せ

る
。
ブ
ド
ウ
糖
の
活
用
、
血
流
増
加
、

血
圧
上
昇
、
免
疫
機
能
の
活
発
化
、
呼

吸
を
急
に
す
る
な
ど
、
危
険
や
不
安
に

対
し
て
機
敏
に
動
作
す
る
準
備
を
整
え

る
。
一
方
、
過
度
な
ス
ト
レ
ス
反
応
は

表 1　早期児童教育実験

名称
（開始年）

母集団の特徴
内容

結果
備考

場所 対象 人数 短期
成績 就学 所得 収益率 1）

STAR
（1985）

テネシー 公立幼稚園年長から
公立小学校 3年生

11,600 少人数学級 + + 0% 2） 27 歳所得への効果
なし

ペリー
（1962）

ミシガン ペリー幼稚園、低所
得家庭園児（3-4 歳）

123 少人数学級（2.5 時間
/日）、家庭訪問（毎
週）、保護者会（毎月）

+ + + 7.0% 3）

アビシ
ダリアン
（1972）

ノース・
カロライナ

低所得家庭児童（月
齢 4カ月-8 歳）

111 幼児保育（毎日、5歳
まで）、児童家庭訪問
（隔週、5-8 歳）

+ + 30 歳で所得への効
果なし、健康への
正の効果あり

MLES
（1985）

モントリ
オール

低所得家庭の問題行
動男児（7-9 歳）

250 協調性と自己統制訓練
（児童）、育児訓練（親）

+ + 14.5% 4） 欠損標本多

特になし
（1986）

キングスト
ン（ジャマ
イカ）

低身長児（月齢身長
で 2 標準偏差低い、
月齢 9カ月-2 歳）

129 家庭訪問（毎週、2年
間）

+5） +5） +5） ・ 栄養補給群は 11 歳
時点で効果なし

MITP
（1980）

バーモント 低体重新生児（2250g
以下、36-37 週齢児）

120 母親の育児訓練 +6） +6） ・ ・ 母親への介入

IHDP
（1983）

アメリカ
各州

優良病院の低体重
（2250 g 以下）・早産
（37 週以下）新生児、
3歳まで

985 幼児保育（毎日）、家
庭訪問（1年目毎週、
2年目 2回 /月）、親
集会（6回 /年）

+7） ・ ・ ・ 317 人の不参加、
参加頻度で効果推
計なので一致性
なし

特になし
（1999）

キングスト
ン（ジャマ
イカ）

低所得家庭の低体重
乳児（2500g 以下、
36-37 週齢児）

140 家庭訪問（毎週 1時間
×8週）

+8） ・ ・ ・

ミルウォー
キー・プロ
ジェクト
（1966）

ウィスコン
シン

ウェル・ベイビー病
院出産の低 IQの母
親を持つ乳児（月齢
6-30 カ月）

40 幼児保育（毎日）、母
親の職業訓練

+9） ・ ・ ・ 兄弟姉妹への波及
あり

早期訓練
プロジェクト
（1962）

テネシー 幼児（3歳） 92 幼児保育（夏のみ 10
週間、2-3 年）

+10） ・

RPS （2000） ニカラグア 胎児（男児） 368 現金給付 +母親保健
セミナー参加

・ +11） ・ ・ CCT、2000 年の給
付開始後 6カ月以
内に誕生した男児

（注） 1) 所得増を便益、プロジェクト費用を費用とする私的内部収益率。
 2) 27 歳時点での所得増ゼロ（参考文献⑨）。
 3) 参考文献㉒の最も少なめに見積もった推計値。健康への効果は参考文献⑦の報告。
 4)  筆者による計算。参考文献②が推計した時給増$1.23 に 1週間 20時間労働×40年間を掛けて便益を合計し、プロジェクト費用$8736 を費用として使った。

欠損値が多いために計算された収益率は不正確で信頼性が低い。
 5)  2 歳での知能テストの結果（参考文献㉘、11 歳での知能テストも同様の結果）と 11 歳でのドロップアウトの結果。ただし、小標本で stimulation 実施群

と統御群の差の検定はないが、より小さな差（正常身長群と統御群の差）がp = 0.45 と報告されている（参考文献41）。所得は 20 年後の 105 人の追跡結
果（参考文献⑳）。

 6) 9 歳での知能テストの結果と 9歳での進級状況（参考文献①）。
 7) 3 歳での知能テストの結果（参考文献33）。
 8) 月齢 7歳でのおもちゃ取得テストの結果（参考文献⑲）。
 9) 6 歳での知能テストの結果（参考文献⑱ 90 ページ）。
 10) 5 歳での知能テストの結果、女子のみが有意、男子は非有意。就学は 17 歳時点、所得は 21 歳時点で両性とも非有意（参考文献③）。
 11) 介入が胎児時点、結果は 7 歳時の知能テストの平均効果（参考文献⑤）。
 12) “・” は計測されていない指標、空欄は効果は計測されたが統計的に有意ではなかった指標。
（出所）筆者作成。
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体
を
消
耗
さ
せ
る
た
め
、
海
馬
や
扁
桃

体
で
は
、
受
容
体
を
通
じ
て
糖
質
コ
ル

チ
コ
イ
ド
（
Ｇ
Ｃ
）ホ
ル
モ
ン
や
モ
ノ

ア
ミ
ン
を
探
知
し
、
Ｈ
Ｐ
Ａ
軸
に
指
令

を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
反
応
を
制
御
す
る
。

前
頭
前
皮
質
も
自
律
神
経
、
扁
桃
体
な

ど
に
指
令
を
送
っ
て
ス
ト
レ
ス
反
応
を

統
御
す
る
。

こ
の
脳
の
反
応
は
、
危
険
や
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
た
と
き
に
緊
張
を
高
め
、
体

を
危
険
か
ら
守
る
の
に
役
立
つ
。
し
か

し
、
幼
少
期
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
続
く
と
、

ア
ロ
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
負
荷
に
よ
っ
て
脳

の
機
能
、
ひ
い
て
は
認
知
能
力
が
損
な

わ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
長
期
の
ス
ト

レ
ス
は
ス
ト
レ
ス
反
応
統
御
機
能
も
損

な
い
、
自
己
規
律
、
協
調
性
な
ど
の
非

認
知
能
力
に
乏
し
い
反
応
を
引
き
起
こ

し
や
す
い
。
動
物
実
験
か
ら
も
貴
重
な

知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。
母
胎
に
ス
ト

レ
ス
が
与
え
ら
れ
る
と
、
子
ど
も
の
海

馬
の
縮
小
や
ス
ト
レ
ス
反
応
過
敏
に
な

る
な
ど
の
負
の
影
響
が
示
さ
れ
て
い

る
⑼
。
一
方
で
、
ス
ト
レ
ス
は
適
度
な

強
度
で
あ
れ
ば
、
知
的
能
力
を
高
め
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
⑽
。

●
社
会
経
済
地
位
（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
と
脳

発
達

低
所
得
の
方
が
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る
子
ど
も
が
多
い
た

め
（
参
考
文
献
⑮
⑯
㉙
）、
認
知
科
学

で
は
社
会
経
済
地
位
（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
の
低

さ
と
脳
発
達
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
既
存
研
究
で
は
、
ス
ト
レ
ス
を
受

け
る
期
間
や
貧
困
期
間
が
長
い
ほ
ど
交

感
神
経
や
Ｈ
Ｐ
Ａ
軸
な
ど
が
影
響
を
受

け
て
作
業
記
憶
を
衰
退
さ
せ
（
参
考
文

献
⑭
）、
唾
液
内
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル

が
増
え
（
参
考
文
献
㉘
）、
慢
性
炎

症
（
参
考
文
献
⑬
㉚
）
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
途
上
国

で
も
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン

の
方
が
ア
ロ
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
負
荷

が
高
い
な
ど
、
貧
困
と
脳
発
達
の
関

係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

42
）。貧

困
由
来
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ

て
健
常
な
脳
発
達
が
妨
げ
ら
れ
る

と
、
学
習
機
会
が
平
等
に
与
え
ら
れ

た
と
し
て
も
、
長
期
的
ス
ト
レ
ス
を
受

け
ず
に
育
っ
た
富
裕
層
の
子
ど
も
と
比

し
て
、
貧
困
層
の
子
ど
も
は
学
習
成
果

を
上
げ
に
く
く
な
る
。
今
ま
で
は
教
育

機
会
平
等
の
保
証
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
）
に
よ
っ

て
貧
困
が
解
消
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
た
が
、
健
常
に
脳
を
発
達
さ
せ
る
機

会
な
し
に
は
そ
の
期
待
も
裏
切
ら
れ
か

ね
な
い
。

●
介
入
の
時
期
と
正
当
性

脳
の
発
達
機
会
平
等
を
保
証
す
る
た

め
に
は
、
脳
発
達
の
プ
ロ
セ
ス
を
知
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
脳
の
発
達
は
部
位
に

よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。
脳
は
妊
娠
期

を
含
め
て
異
な
る
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な

栄
養
素
を
取
り
込
み
、
ス
ト
レ
ス
を
適

正
に
統
御
す
る
こ
と
で
、
健
全
な
発
達

を
遂
げ
る
（
参
考
文
献
39
）。
出
産
後

の
脳
発
達
を
促
す
う
え
で
最
も
効
果
の

あ
る
時
期
、
つ
ま
り
、
最
も
可
塑
性

（plasticity

）
が
あ
る
時
期
を
考
慮
し

て
介
入
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
現

時
点
で
は
具
体
的
な
介
入
指
針
を
作
れ

る
ほ
ど
発
達
過
程
が
十
分
に
解
明
さ
れ

て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
妊
娠
期
か
ら
幼

少
期
に
至
る
ま
で
、
過
度
な
ス
ト
レ
ス

を
与
え
ず
、
知
的
刺
激
と
適
度
な
運
動

の
あ
る
育
児
を
保
護
者
が
実
施
し
、
栄

養
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
脳
発
達
に

必
要
な
栄
養
素
を
常
に
潤
沢
に
摂
取
さ

せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
脳
の
発
達
が
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
は
い
え
、
敢
え
て
政
策
介
入

す
る
た
め
に
は
、
放
置
し
て
お
く
と
社

会
に
損
失
を
与
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
放
置
す
る
こ
と
の
社
会

的
損
失
が
大
き
い
こ
と
（
参
考
文
献
㉖

35
）、
か
つ
、
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
私
的
な
問
題

で
は
な
く
、
社
会
的
な
問
題
で
あ
る
こ

と
は
、
以
下
の
二
つ
の
点
か
ら
指
摘
で

き
る
。

ひ
と
つ
目
は
、
医
療
費
と
犯
罪
の
社

会
的
費
用
の
大
き
さ
で
あ
る
。
幼
少
期

に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
ら
れ
る
と
、
問
題

行
動
を
起
こ
し
や
す
い
遺
伝
子
発
現

（gene expression

）
と
な
り
や
す
い

ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
回
避
行
動
と
し
て
喫

煙
や
過
食
な
ど
の
不
健
康
な
嗜
好
、
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
、
過
剰
な
賭
博
な
ど
の

行
動
に
結
び
つ
き
や
す
い
。
Ｅ
Ｃ
Ｄ
介

入
に
よ
っ
て
慢
性
疾
患
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
巨
額
の
医
療
費
節
約
が

可
能
に
な
る（
参
考
文
献
36
）。
さ
ら
に
、

問
題
行
動
か
ら
犯
罪
に
発
展
す
る
経
路

を
遮
断
で
き
れ
ば
、
犯
罪
被
害
と
い
う

社
会
的
費
用
も
減
る
。

二
つ
目
は
、
脳
と
い
う
資
源
を
利
用

し
な
い
こ
と
の
機
会
費
用
で
あ
る
。
低

所
得
家
計
で
は
、
子
ど
も
の
脳
の
発
達

を
十
分
に
促
進
す
る
環
境
を
用
意
で
き

ず
、
子
ど
も
の
認
知
能
力
、
社
会
性
、

HPA 軸

CRH

ACTH

CORT

副腎皮質刺激ホルモン
放出ホルモン

負のフィードバック
視床下部

副腎皮質刺激ホルモン

コルチゾール

下垂体

副腎系
（腎臓）

図 1　ストレスへ反応と反応統御

（出所）Brian M. Sweis (2012, Wikimedia Commons, CC BY-SA 3.0) を
日本語訳。
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学
習
能
力
な
ど
を
育
む
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
る
。
知
識
や
手
持
ち
資
金

が
不
足
し
て
親
が
良
好
な
脳
発
達
環
境

を
用
意
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市
場

の
失
敗
に
よ
っ
て
脳
発
達
が
阻
ま
れ
て

い
る
と
解
釈
で
き
る
。
政
府
が
早
期
児

童
発
達
介
入
を
実
施
し
て
、ペ
リ
ー（
表

１
参
照
）
の
よ
う
に
子
ど
も
が
成
人
時

の
所
得
が
十
分
に
増
え
れ
ば
、
そ
の
費

用
を
将
来
課
税
す
る
こ
と
で
ま
か
な
う

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
家
計

に
任
せ
き
り
に
す
る
と
脳
発
達
へ
の
投

資
が
非
効
率
な
ま
で
に
過
小
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
公
的
な
介
入
が
正
当
化
で

き
る
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
乳
幼
児
期

の
能
力
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
既
に

実
施
さ
れ
て
い
る
後
期
の
教
育
介
入
効

果
を
さ
ら
に
高
め
る
便
益
も
期
待
で
き

る
（
参
考
文
献
⑩
㉖
）。

●
途
上
国
対
象
の
学
際
的
研
究
の

必
要
性

教
育
が
成
果
を
出
す
に
は
脳
の
発
達

が
前
提
と
な
る
。
貧
困
家
庭
に
生
ま
れ

る
と
富
裕
家
庭
の
子
ど
も
よ
り
も
脳
が

健
常
に
発
達
せ
ず
、
平
等
な
機
会
を
与

え
ら
れ
て
も
、
同
等
の
成
果
を
実
現
で

き
な
い
可
能
性
を
認
知
科
学
の
成
果
は

示
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
社
会
階
層
が

経
済
成
長
の
成
果
を
共
有
す
る
た
め
に

も
、
Ｅ
Ｃ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
性
は

高
い
。

社
会
科
学
者
に
よ
る
教
育
促
進
政
策

分
析
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
費
用
対
効
果
が
高

い
こ
と
、
と
く
に
非
認
知
能
力
を
高
め

る
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、

少
数
の
行
動
分
析
を
別
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ

Ｄ
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の

か
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
示
す
る
こ
と
な

く
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
扱
っ
て

い
る
。
認
知
科
学
は
脳
の
発
達
に
つ
い

て
膨
大
な
研
究
を
積
み
上
げ
、
長
期
的

ス
ト
レ
ス
が
脳
発
達
を
阻
む
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ス
ト
レ

ス
の
原
因
と
な
る
貧
困
と
親
の
行
動
に

つ
い
て
は
分
析
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

と
く
に
、
貧
困
が
親
に
よ
る
人
的
資
本

投
資
を
い
か
に
制
約
す
る
か
考
慮
し
て

い
な
い
。
脳
内
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
詳
細
に

分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
家
族
内
や
社
会

に
お
け
る
知
能
発
達
過
程
の
考
慮
が
不

十
分
な
た
め
に
、
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を

遮
断
す
る
た
め
の
具
体
的
な
政
策
提
言

に
結
び
つ
き
に
く
い
。

こ
こ
に
学
際
的
研
究
が
実
を
結
ぶ
可

能
性
が
あ
る
。
認
知
科
学
が
脳
発
達
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
れ
ば
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
知
的
刺
激
や
環
境
整
備

が
必
要
か
明
ら
か
に
な
る
。
こ
う
し
た

行
動
を
実
践
す
る
の
は
子
ど
も
の
保
護

者
で
あ
る
。
社
会
科
学
の
諸
分
野
は
、

保
護
者
に
適
切
な
育
児
行
動
を
と
る
よ

う
導
く
誘
因
・
手
段
を
研
究
し
、
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
認
知
科
学
の
知
見

を
実
践
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
は
、
先
進
国
の
み
な
ら
ず
、
途
上
国

で
検
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
と
実
践
の
た
め
の
誘
因
・

手
段
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
マ
ン

の
唱
え
た
「
偉
大
な
装
置
」
が
機
能
す

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
い
と
う　

せ
い
ろ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

在
ス
テ
レ
ン
ボ
ッ
シ
ュ
海
外
調

査
員
）

《
注
》

⑴
先
進
各
国
で
は
世
代
間
所
得
の
相
関
は

〇
・
二
〜
〇
・
四
と
比
較
的
強
く
（
参

考
文
献
⑥
37
）、
親
の
所
得
と
子
ど
も

の
健
康
状
態
に
も
強
い
正
の
相
関
が
あ

る
（
参
考
文
献
⑰
）。
イ
ギ
リ
ス
で
も

親
の
所
得
が
低
い
ほ
ど
高
校
数
学
の
成

績
が
低
く
、
三
三
歳
時
の
雇
用
確
率
や

所
得
も
低
い
（
参
考
文
献
⑫
）。
ア
メ

リ
カ
で
も
親
の
所
得
と
成
績
に
は
強
い

正
の
相
関
が
あ
る
（
参
考
文
献
⑪
）。

⑵
保
健
だ
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
除
外
し
て

い
る
。

⑶
こ
の
た
め
、
内
的
整
合
性
は
あ
る
が
外

的
整
合
性
に
乏
し
い
と
い
わ
れ
る
。

⑷
Ｅ
Ｃ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
の
ほ
と
ん

ど
は
先
進
国
の
事
例
を
検
討
し
て
い
る
。

後
期
教
育
介
入
の
費
用
対
効
果
の
低
さ

を
示
し
た
研
究
も
、
ほ
と
ん
ど
が
先
進

国
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
途
上

国
の
教
育
介
入
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
優

先
度
を
後
期
教
育
よ
り
も
高
く
設
定
す

べ
き
直
接
の
証
拠
は
な
い
。
途
上
国
で

は
通
常
の
教
育
成
果
が
低
い
た
め
（
参

考
文
献
㉗
）、
先
進
国
で
は
効
果
を
上

げ
な
か
っ
た
教
育
政
策
も
高
い
効
果
を

持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
後
期
教
育
介
入

の
効
果
と
は
、
通
常
の
教
育
と
比
較
し

て
介
入
が
ど
れ
だ
け
結
果
指
標
を
高
め

た
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
途

上
国
の
よ
う
に
通
常
の
教
育
成
果
が
低

け
れ
ば
、
介
入
に
よ
っ
て
成
果
を
伸
ば

す
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

疑
問
を
筆
者
に
投
げ
か
け
た
の
は
、
Ｍ

Ｖ
財
団
お
よ
び
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
大
学

政
治
学
部
の
シ
ャ
ン
タ
・
シ
ン
ハ
教
授

で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

⑸
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
、
ペ
リ
ー
、
ア
ビ
シ
ダ
リ
ア

ン
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
先
駆
的
、
か
つ
、

成
人
時
ま
で
追
跡
調
査
を
し
て
い
る
た

め
に
、
幾
度
も
分
析
さ
れ
た
有
名
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。

⑹
た
だ
し
、
複
数
指
標
を
検
定
す
る
こ

と
の
バ
イ
ア
ス
を
考
慮
し
た
研
究
で
は
、

成
人
期
女
子
の
認
知
能
力
に
も
弱
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
③
）。

⑺
参
考
文
献
⑩
は
、
観
察
デ
ー
タ
な
が

ら
も
、
経
済
モ
デ
ル
を
援
用
し
な
が
ら

親
に
よ
る
育
児
が
認
知
能
力
と
非
認
知

能
力
を
高
め
る
過
程
を
推
計
し
、
親
が

特
定
の
行
動
を
取
る
と
子
ど
も
の
知
的

能
力
が
変
化
す
る
、
と
い
う
行
動
分
析

を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
認
知
能

力
は
早
期
に
開
発
し
な
け
れ
ば
取
り
戻

し
の
つ
か
な
い
不
可
逆
性
が
あ
る
こ
と
、
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非
認
知
能
力
は
よ
り
後
期
で
も
開
発
可

能
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

後
述
す
る
認
知
科
学
研
究
で
は
、
こ
の

よ
う
な
認
知
能
力
開
発
の
不
可
逆
性
は

と
く
に
主
張
さ
れ
て
い
な
い
。

⑻
ギ
リ
シ
ア
語
に
よ
る
命
名
で
「
変
化
す

る
こ
と
で
安
定
を
保
つ
」
と
い
う
意
味
。

対
義
語
に
体
の
安
定
状
態
を
示
す
ホ
メ

オ
ス
テ
イ
シ
スhom

eostasis

が
あ
り
、

ギ
リ
シ
ア
語
で
は「
同
じ
水
準
を
保
つ
」

と
い
う
意
味
。

⑼
詳
し
く
は
参
考
文
献
43
お
よ
び
そ
こ
で

紹
介
さ
れ
た
諸
研
究
を
参
照
の
こ
と
。

⑽
参
考
文
献
㉛
は
ス
ト
レ
ス
強
度
を
良
好

（positive

）、
負
担
（tolerable

）、
毒

性
（toxic

）
の
三
段
階
に
分
類
し
て
い

る
。
軽
度
で
あ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
に
は
脳

発
達
を
促
す
機
能
が
あ
る
。
ラ
ッ
ト
の

す
み
か
を
放
水
仕
掛
け
の
あ
る
迷
路
に

取
り
替
え
る
と
、
海
馬
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン

が
増
え
る
（
参
考
文
献
㉕
）。
ラ
ッ
ト

の
育
成
環
境
の
知
的
刺
激
を
増
や
す
と
、

樹
状
突
起
や
シ
ナ
プ
ス
数
が
増
え
、
迷

路
な
ど
の
空
間
学
習
を
促
進
す
る
（
参

考
文
献
40
）。
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